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社会 ─解答と解説

【解　説】
1　日本の地理に関する問題

　最初に 図１ ～ 図13 の都道府県を確
かく

定
てい

します。 図１ は福岡県、図２ は高知県、図３ は兵庫県、

図４ は愛知県、 図５ は石川県、 図６ は神奈川県、 図７ は秋田県、 図８ は主として鹿児島県、

図９ は三重県、 図10 は岩手県、 図11 は鳥取県、 図12 は愛媛県、 図13 は北海道です。

問１　 A3  置き換え  比較  理由
　ａの北九州工業地帯は、1901年に操

そう

業
ぎょう

を開始した八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

を中心に発達した工業地帯です。
現
げん

在
ざい

は出
しゅっ

荷
か

額
がく

が全国に占
し

める割
わり

合
あい

は低下していて、中心も鉄
てっ

鋼
こう

業
ぎょう

から機械工業に変化しています。
ウは瀬

せ

戸
と

内
うち

工業地
ち

域
いき

が発達した理由です。

問２　 A2  置き換え  関係づけ
　中村平野は四万十川の河

か

口
こう

周辺に広がる平野、吉
よし

野
の

川
がわ

は高知県内も流れていますが、主に徳島
県を流れる川です。

問３　 B1  置き換え  比較
　兵庫県の淡

あわ

路
じ

島
しま

は面積が約592km2で、四大島と北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

を除
のぞ

くと日本で５番目に大きな島です。
本州との間には明

あか

石
し

海
かい

峡
きょう

、四国との間には鳴
なる

門
と

海峡があります。アは沖縄島、ウは佐
さ

渡
ど

島、エは
対
つ し ま

馬です。

問４　 B1  置き換え
　日本は1886年に兵庫県の明石市などを通る東

とう

経
けい

135度の経
けい

線
せん

を標
ひょう

準
じゅん

時
じ

子
し

午
ご

線
せん

として定め、1888
年に実施しました。

問５　 A2  置き換え
　愛知県の県

けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の名古屋市は、江
え

戸
ど

時代は御
ご

三
さん

家
け

のひとつである尾
お

張
わり

藩
はん

の城
じょう

下
か

町
まち

として栄
えました。2023年８月現在の人口は約233万人で、全国で４番目に人口の多い都市になっています。

問６　 A2  置き換え  関係づけ
　石川県輪島市で生産されている伝

でん

統
とう

的
てき

工芸品は塗
ぬり

物
もの

で、輪
わ

島
じま

塗
ぬり

と呼
よ

ばれています。輪島塗は漆
しっ

器
き

で、江戸時代前期には現在の技
ぎ

術
じゅつ

がほぼ確
かく

立
りつ

していました。

問７　 A2  置き換え  分類
　神奈川県の政

せい

令
れい

指定都市はアの川
かわ

崎
さき

市、イの横
よこ

浜
はま

市、ウの相
さ が み

模原
はら

市です。エの小
お

田
だ

原
わら

市は政令
指定都市ではありません。

問８　 A2  置き換え  関係づけ
　秋田県北部の大館市周辺では、天然の三大美林のひとつである秋田すぎが見られます。天然の
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三大美林には他に津
つ

軽
がる

のひば、木
き

曽
そ

のひのきがあります。

問９　 A2  置き換え  分類
　鹿児島県で世界遺

い

産
さん

に登録されている島は、イの屋
や

久
く

島、ウの奄
あま

美
み

大島、エの徳
とく

之
の

島で、屋久
島は『屋久島』、奄美大島と徳之島は『奄美大島、徳之島、沖縄島北部及

およ

び西表島』として登録
されています。アの種子島は鉄

てっ

砲
ぽう

が伝来したことで知られていて、現在はJAXA（宇
う

宙
ちゅう

航空研究
開発機構）の宇宙センターがあり、ロケットの打ち上げが行われていますが、世界遺産ではあり
ません。

問10　 A2  置き換え  分類
　三重県は愛知県、和歌山県、奈良県、岐阜県、滋賀県、京都府と接

せっ

しています。

問11　 A2  置き換え  
　岩手県平

ひら

泉
いずみ

町にある中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

は『平泉－仏
ぶっ

国
こく

土
ど

浄
じょう

土
ど

を表す建
けん

築
ちく

・庭園及び考古学的遺
い

跡
せき

群
ぐん

』として、
毛
もう

越
つう

寺
じ

の庭園や無量光院跡
あと

などとともに世界遺産に登録されています。興
こう

福
ふく

寺
じ

は奈良県奈良市、
輪
りん

王
のう

寺
じ

は栃木県日光市、清水寺は京都府京都市にありいずれも世界遺産に登録されています。

問12　 A2  置き換え  比較
　鳥取県にある境

さかい

港
こう

は日本海側最大の漁港で、2021年の水
みず

揚
あげ

量
りょう

は全国第５位となっています。漁
港がある市名は境

さかい

港
みなと

市で、港としての名前は境です。枕
まくら

崎
ざき

港は鹿児島県、焼
やい

津
づ

港は静岡県、松
まつ

浦
うら

港は長崎県にあります。

問13　 A2  置き換え  関係づけ
　ａの宇

う

和
わ

海
かい

で養
よう

殖
しょく

されている水産物は真
しん

珠
じゅ

で、愛媛県の他に長崎県大
おお

村
むら

湾
わん

などで生産が盛
さか

んで
す。うなぎは鹿児島県、愛知県など、ホタテ貝は青森県、北海道など、かきは広島県、宮城県な
どで生産が盛んです。

問14　 B1  視点を変える  置き換え
　札

さっ

幌
ぽろ

市は北
ほく

緯
い

43度３分、東経141度21分にありますので、北緯43度と北緯44度の間、東経141
度と東経142度の間にあることになり、Ｃ２となります。アには稚

わっか

内
ない

市、イには網
あ

走
ばしり

市、エには
帯
おび

広
ひろ

市があります。

問15　 A3  視点を変える  置き換え  分類
　都道府県名と都道府県庁所在地名が同じものは福岡県、高知県、秋田県、鹿児島県、鳥取県の
５県です。

問16　 A3  置き換え  関係づけ
　製

せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

割
わり

合
あい

で食料品が第１位を占める都道府県には他に青森県、宮城県、新潟県、佐賀県、
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宮崎県、沖縄県があります。輸
ゆ

送
そう

用機械が第１位の都道府県は岩手県、栃木県、群馬県、埼玉県、
東京都、神奈川県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、広島県、福岡県、大分県、化学
が第１位の都道府県は福島県、茨城県、富山県、兵庫県、山口県、徳島県、情

じょう

報
ほう

通信機械が第１
位の都道府県は長野県です。

2　旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

～古
こ

墳
ふん

時代の歴史に関する問題
問１　 A1  知識
　旧石器時代の石器は、主として石を打

う

ち砕
くだ

いてつくった打
だ

製
せい

石器です。縄
じょう

文
もん

時代になると、石
いし

を磨
みが

いてつくった磨
ま

製
せい

石器が広まりました。

問２　 A1  知識
　長野県の野

の

尻
じり

湖
こ

遺跡で歯の化石が発見されたのはナウマン象です。ナウマン象は氷
ひょう

河
が

期
き

に海面
が低下し、対馬海峡や東シナ海で日本が大陸と陸続きになっていたときに、日本に渡

わた

ってきたと
されています。２万年前は現在より気温が低く、海面が120ｍ低かったと推測されています。大
陸にいたマンモスやおおつのじかの化石が日本列島で発見されていることからも、そのことが分
かります。あざらしは縄文時代にいのししとともに狩

か

りの対象となっていました。

問３　 A2  具体・抽象  比較
　縄文時代の土器は低い温度で焼かれているため、こわれやすいという特

とく

徴
ちょう

があります。イは
弥
や よ い

生時代の土器、ウは古墳時代の土器である須
す

恵
え

器
き

の特徴です。粘
ねん

土
ど

は火で焼きしめないと土器
として使用できませんので、エも誤

あやま

りとなります。

問４　 A1  知識
　東京都にある大森貝

かい

塚
づか

は、1877年にエドワード＝モースによって日本初の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

が行われた
貝塚です。貝塚は集落の一部にあり、当時食べられていた団

どん

栗
ぐり

や栗
くり

、山菜などの食物の残りかす
や土器の破

は

片
へん

、石器などが捨
す

てられていました。

問５　 A2  視点を変える  比較  順序立てて筋道をとらえる
　稲作が行われるようになった弥生時代から貧

ひん

富
ぷ

の差や身分の差が生まれ、力をたくわえた有力
者が豪

ごう

族
ぞく

となり、周囲のムラを従
したが

えていきました。日当たりのよい台地に定住するようになった
のは縄文時代、土

ど

偶
ぐう

がつくられたのも縄文時代です。弥生時代の稲
いね

の刈
か

り取
と

りには石包丁が使用
されていました。鉄は大変貴

き

重
ちょう

な存
そん

在
ざい

でした。

問６　 A2  視点を変える  具体・抽象  比較
　青

せい

銅
どう

器
き

は主に銅
どう

と錫
すず

からつくる合金である青銅でできています。写真の銅
どう

鐸
たく

は初め楽器として
使用されましたが、後にはまつりの道具として用いられるようになりました。表面に高

たか

床
ゆか

倉庫な
ど当時の生活が描

えが

かれているものが見られます。銅
どう

矛
ほこ

は本来は武
ぶ

器
き

ですが、非
ひ

実用的なものも多
く見られます。
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問７　 A1  比較
　『漢書』地理志には、紀元前１世紀頃

ころ

の日本が100あまりの国に分かれていたことが書かれてい
ます。

問８　 A1  知識
　『後

ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

には、１世紀の半ば頃の奴
な

国
こく

が中国に使いを送って金印をもらったことが記
されています。奴国は１世紀から３世紀にかけて、現在の福岡県博多地方にあった小国で、金印
には『漢

かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

』と刻
こく

されています。金印は1784年に福岡県の志
し

賀
かの

島
しま

で発見されました。濊
わい

は
紀元前２世紀頃から10世紀頃まで朝

ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

東部に存在していた民族のことです。呉
ご

は222年から
280年にかけて中国南東部に、蜀

しょく

は221年から263年にかけて中国西南部に存在した王朝です。

問９　 A1  知識
　『魏

ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

には、３世紀初め頃に卑
ひ

弥
み

呼
こ

という女王が呪
じゅ

術
じゅつ

をもって邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

を治めていた
こと、卑弥呼が239年に中国に使いを送ったことなどが記されています。邪馬台国はその所

しょ

在
ざい

地
ち

をめぐって九州説と畿
き

内
ない

説
せつ

に分かれています。

問10　 A1  比較
　佐賀県の吉

よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡では集落の周囲に濠
ほり

がめぐらされ（これを環
かん

濠
ごう

集落といいます）、物
もの

見
み

櫓
やぐら

なども建てられていましたが、これはクニ同士の争いに備
そな

えていたと考えられています。板付
遺跡は福岡県にある、縄文時代から弥生時代にかけての遺跡で、水

すい

田
でん

跡
あと

などが出土しています。
登
と

呂
ろ

遺跡は水田跡が発見された静岡県にある弥生時代の遺跡、三内丸山遺跡は青森県にある縄文
時代の遺跡で、計画的なむらづくりや栗の栽

さい

培
ばい

跡
あと

などが見られます。

問11　 A2  比較
　高

こう

句
く

麗
り

は朝鮮半島北部にあった国で、大和政
せい

権
けん

と４世紀末から５世紀初めにかけて対立してい
たことが、現在の中国吉

きつ

林
りん

省
しょう

に残されている、414年に建立された高
こう

句
く

麗
り

好
こう

太
たい

王
おう

碑
ひ

に記されてい
ます。新

し ら ぎ

羅は朝鮮半島東部にあった国で、７世紀に朝鮮半島を統
とう

一
いつ

しました。伽
か

耶
や

は４世紀後半
に朝鮮半島南部にあった諸

しょ

国
こく

の総
そう

称
しょう

で、日本とも交流がありましたが、562年に新羅に滅
ほろ

ぼされ
ました。馬

ば

韓
かん

は紀元前２世紀末から４世紀中ごろにかけて、朝鮮半島南部に存在した部族集
しゅう

団
だん

で
す。

問12　 A1  知識
　前

ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は近
きん

畿
き

地方を中心に、九州から東北地方南部の範
はん

囲
い

で見られ、大和政権の国内統一
と密

みっ

接
せつ

なつながりがあるのではないかと考えられています。大山古墳は大阪府堺市にあり、全長
約486ｍの日本最大の前方後円墳です。５世紀頃築

ちく

造
ぞう

されました。稲
い な り

荷山
やま

古墳は埼玉県行田市に
ある古墳群のひとつで、「ワカタケル大王」と読める文字が刻

きざ

まれた鉄
てっ

剣
けん

が出土しました。長さ
は約120ｍです。石

いし

舞
ぶ

台
たい

古墳は奈良県にある蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

の墓
はか

、熊本県にある江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳からは「ワ
カタケル大王」と考えられる文字が刻まれた鉄刀が出土しました。
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問13　 A1  知識
　渡

と

来
らい

人
じん

とは、４世紀頃からおもに朝鮮半島から日本に移
うつ

り住
す

んだ人々のことです。渡来人によ
り漢字や儒

じゅ

教
きょう

、仏
ぶっ

教
きょう

といった文化や、土木工事や養
よう

蚕
さん

・機
はた

織
お

り、須恵器を焼く技術などが日本に
伝えられました。

3　飛鳥時代～平安時代の歴史に関する問題
問１　 A2  具体・抽象  比較
　冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制
せい

度
ど

は厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

（聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

）が603年に設
もう

けた、家がらにとらわれず才
さい

能
のう

のある
人などを朝

ちょう

廷
てい

の役人に取り立てるための制度です。ウは公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

制
せい

のことで、それまで豪族が私
し

有
ゆう

していた土地や人民はすべて朝廷のものとする制度です。

問２　 A1  知識
　元号は年につける正式な称

しょう

号
ごう

で、年号ともいいます。日本で最初の元号は大化ですが、実
じっ

際
さい

に
使われたのは大宝以降（701年～）であるとされています。

問３　 A2  比較
　大

たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

は文
もん

武
む

天
てん

皇
のう

の命により、刑
おさ

部
かべ

親
しん

王
のう

や藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

らがつくりました。大宝律令では中央
に神

じん

祇
ぎ

官
かん

と太
だい

政
じょう

官
かん

の二官と、さまざまな仕事を行う八省を設
せっ

置
ち

することが定められました。律令
は古代の基

き

本
ほん

法典で、律
りつ

は刑
けい

法
ほう

、令
りょう

は行
ぎょう

政
せい

法
ほう

・民法にあたります。藤
ふじ

原
わらの

元
もと

命
なが

は悪
あく

政
せい

を重ねて988
年に農民に訴

うった

えられた尾
お

張
わりの

国
くに

の国司です。藤
ふじ

原
わらの

基
もと

経
つね

は884年に皇
こう

族
ぞく

以外で最初に関白の地位につ
いた人物で藤

ふじ

原
わらの

良
よし

房
ふさ

の子、藤原良房は866年に皇族以外で最初に摂
せっ

政
しょう

の地位についた人物です。

問４
（１）　 A1  知識
　兵役のうち九州の防

ぼう

備
び

に派
は

遣
けん

される防
さき

人
もり

は厳
きび

しい仕事でした。防人の任
にん

務
む

にはおもに東国の農
民がつきました。

（２）　 A1  知識
　律令制は唐

とう

（中国）の政
せい

治
じ

を参考にしたもので、二官八省などの政治のしくみや税
ぜい

や労役、兵役、
土地制度などを定めていました。エは氏

し

姓
せい

制度のことで、大和政権の制度です。

問５　 A1  知識
　平

へい

城
じょう

京
きょう

は唐の都の長安にならってつくられました。中央には南北に朱
す

雀
ざく

大
おお

路
じ

があり、道路は碁
ご

盤
ばん

目
め

状
じょう

になっていて、北部には行政機関がおかれた大
だい

内
だい

裏
り

がありました。

問６　 A2  具体・抽象  比較
　阿

あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

は717年に遣
けん

唐
とう

使
し

とともに留
りゅう

学
がく

生
せい

として唐にわたり、のちに唐の高官となりました。
エは故

こ

郷
きょう

である奈良を懐
なつ

かしんで詠
よ

んだ歌です。阿倍仲麻呂は帰国の際
さい

乗船した船が遭
そう

難
なん

し、日
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本に帰国することはできませんでした。アは防人にならなければいけない農民が、子どもたちと
の別れを悲しんでいる様子を詠んだ、万葉集に載

の

っている歌、イは奈良の八
や

重
え

桜
ざくら

が平安京の中で
美しく咲

さ

いている様子を歌った平安時代の歌、ウは平城京の立
りっ

派
ぱ

な様子をうたった小
お

野
のの

老
おゆ

の歌で
す。

問７　 A2  比較
　貧

ひん

窮
きゅう

問
もん

答
どう

歌
か

は山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

が732年頃つくった、農民の貧
まず

しさと里長の厳しい税の取り立ての様子
を歌った、万葉集に載っている長歌です。山部赤人は自然の様子を歌に詠んだ歌人、犬

いぬ

上
がみの

御
み

田
た

鍬
すき

は614年に遣
けん

隋
ずい

使
し

、630年には第１回遣唐使として中国に渡
わた

った人物、刑部親王は天
てん

武
む

天皇の皇子
で藤

ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

らと大宝律令を制定した人物です。

問８　 A1  知識
　聖

しょう

武
む

天皇は743年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

を出し、私有地の永
えい

久
きゅう

所有を認
みと

めました。この結果貴
き

族
ぞく

や
大きな寺院や神社の私有地である荘

しょう

園
えん

が増
ぞう

加
か

していき、公地公民制はくずれていきました。

問９　 A2  置き換え  
　聖武天皇の遺

い

品
ひん

を収
おさ

めた東大寺の正倉院は、北倉・中倉・南倉に分かれ、北倉・南倉が校
あぜ

倉
くら

造
づくり

となっています。校倉造は、三角柱の角材を組み合わせて建築する様式です。アは唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金
こん

堂
どう

、イは東大寺大
だい

仏
ぶつ

殿
でん

、エは復元された平
へい

城
じょう

京
きょう

朱
す

雀
ざく

門
もん

です。

問10　 A1  知識
　聖武天皇は仏教をあつく信

しん

仰
こう

し、仏教によって国家を災
さい

害
がい

や反
はん

乱
らん

、疫
えき

病
びょう

から守ってもらうとい
う鎮

ちん

護
ご

国
こっ

家
か

思
し

想
そう

のもと、国ごとに国
こく

分
ぶん

寺
じ

と国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を、総
そう

国分寺として東大寺を建て、そこに大
仏（盧

る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

）をつくりました。

問11　 A2  比較  関係づけ
　奈良時代は政治と仏教が混

こん

合
ごう

していたため、それを嫌
きら

った最
さい

澄
ちょう

・空海らは政治の影
えい

響
きょう

の及ばな
い比

ひ

叡
えい

山
ざん

と高野山にそれぞれ延
えん

暦
りゃく

寺
じ

と金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

を建立し、天
てん

台
だい

宗
しゅう

と真
しん

言
ごん

宗
しゅう

を開きました。

問12　 B2  視点を変える  理由  推論
　平安時代は奈良時代同様農民の負担が重かったため、実際には死

し

亡
ぼう

している人を戸
こ

籍
せき

に登録し
続けたり、税負担の重い男子を避

さ

けて女子と偽
いつわ

って届
とど

けるなど、少しでも税の負担を免
まぬが

れようと
する行

こう

為
い

が多発しました。

問13　 A2  具体・抽象  比較
　藤原氏は娘

むすめ

を天皇と結
けっ

婚
こん

させ、生まれた孫を天皇とすることで外
がい

戚
せき

として朝廷での勢
せい

力
りょく

を伸
の

ば
しました。また他の有力な貴族を次々と朝廷から追放したり、寄

き

進
しん

を受けた土地から多くの収
しゅう

入
にゅう

を得て資
し

金
きん

源
げん

としたことなども、勢力を伸ばすことができた一
いち

因
いん

となりました。エの事実はあり
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ません。

問14　 A1  置き換え  
　十二単は貴族の女

じょ

性
せい

の正
せい

装
そう

で、上に裳
も

、唐
とう

衣
ぎぬ

を着けました。12枚
まい

重ねていたとは限
かぎ

りません。

問15　 B1  視点を変える  置き換え  関係づけ
　平

たいらの

将
まさ

門
かど

は939年に現在の茨城県、栃木県周辺で反乱を起こしました。元伊
い

予
よの

国
くに

の役人であった
藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

は、939年から941年にかけて瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海
かい

賊
ぞく

を率
ひき

いて伊予国などを襲
おそ

いました。1159
年に京都で起きた平治の乱では、 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

の父である 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

が平
たいらの

清
きよ

盛
もり

に敗れました。保
ほう

元
げん

の乱、
平治の乱を通して天皇家や藤原家など貴族社会内部の争いも武

ぶ

士
し

の力で解
かい

決
けつ

されることが明らか
となりました。

問16　 A1  置き換え  
　僧

そう

兵
へい

は平安時代後期に、大刀や長刀で武
ぶ

装
そう

した大寺院の下級僧
そう

侶
りょ

で、敵
てき

対
たい

するものを威
い

嚇
かく

した
り、要求を強引に通そうとしたりしました。

問17　 A2  比較
　安芸守だった平清盛は厳

いつく

島
しま

神
じん

社
じゃ

をあつく信仰し、社
しゃ

殿
でん

を造
ぞう

営
えい

するなど平氏の氏社のようになっ
ていました。

問18　 A2  置き換え  
　平清盛は現在の兵庫県神戸港の一部である大

おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

を修
しゅう

築
ちく

して、積極的に宋
そう

との貿
ぼう

易
えき

を行い多
くの利

り

益
えき

を得ました。清盛は宋から大量の銭
ぜに

を輸
ゆ

入
にゅう

し、以後宋
そう

銭
せん

は国内を流通する貨
か

幣
へい

の中心と
なりました。

（記述問題の採点について）
・�明らかな誤字・脱字がある場合…－１点

─ 9 ─


